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緒 言

酸化は食品において､晶質低下､変敗などの

劣化を引き起こし､生体内では細胞の機能性低

下や動脈硬化等の原因となっている｡さらには､

癌の発生や老化にも関与していると考えられて

いる｡これらの予防として､食品の3次機能､

すなわち生体調節機能の一つである食品由来の

抗酸化性物質が注目されている1)｡

invitT･0系における抗酸化力の測定方法は試

験管モデル系と生体モデル系に大別される2)｡

試験管モデル系の評価は非常にシンプルである

ことから､抗酸化性物質の検索に適している｡

特に､食品成分の抗酸化力の評価には脂質の過

酸化によって生成する過酸化脂質を測定するロ

ダン鉄法､過酸化脂質の分解により生成するマ

ロンジアルデヒドを測定するTBA法といった

分光学的な手法が多くの研究で用いられている｡

しかし､両手法とも比較的簡便に脂質の過酸化

度を測定できる利点を持っているが､過酸化物

に対する特異性､使用する基質の安定性などい

くつかの問題点をかかえている｡

本研究では､酸化によるアルデヒドからカル

書沖縄県西原町千原 1番地

ボン酸-の変化をガスクロマ トグラフ (GC)

で測定する抗酸化活性測定法を検討するととも

に､天然抗酸化剤としてα- トコフェロール

(α-Toc)､人工抗酸化剤としてブチルヒドロキ

シアニソール (BHA)および食品由来のもの

として黒糖の有機溶媒粗抽出物の抗酸化活性を

本法およびロダン鉄法で比較した｡

実験方法

L GCによる抗酸化活性測定法

抗酸化活性測定は-キサナ-ルのカプロン酸

-の変化をモニターすることにより行った｡す

なわち､-キサナ-ルを3mg､内標準物質と

して トリデカン0.1mgを含むジクロロメタン溶

液 1mlを遮光した5mlアンプル管に採取し､

空気を通気したのち､封印した｡次に､一定温

度下で保存したサンプルを開封し､カプロン酸

の生成量をGCで測定した｡

2.GC分析

GCには島津GC-14A(島津製作所製)を用い､

検出器は水素炎イオン化検出器を使用した｡分

離カラムはHiCap-CBP20(0.22m i.d.x50m､

フイルム厚0.25flm､島津製作所製)を用い､

カラム温度は50℃から200℃まで3℃/minで昇
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図1 酸化によるアルデヒドのカルボン酸-の変化
l:ヘキサナール､2:カプロン酸
LS (内標準):トリデカン

温した｡注入口および検出器の温度は250℃､

キャリアガスは-リウムを使用し､スプリット

比は1/30､カラム内線速度は30cm/secとした｡

カプロン酸の定量は内標準物質に対するピーク

面積比とし､3回の分析の平均値として示した｡

3.黒糖からの有機溶媒粗抽出物の調製

試料として1997年に宮古製糖 (秩)多良間

工場で製造された黒糖を用いた｡抽出は､ジク

ロロメタンを抽出溶媒とする液体 ･液体連続抽

出法で行った｡すなわち､黒糖110gを含む200

ml水溶液をジクロロメタン75mlで6時間抽出

し､10mgの粗抽出物を得た｡

4 ロダン鉄法

リノール酸に対する抗酸化力の測定はOsawaら

の方法に準拠した3)｡すなわち､試料0.2mgを

含むメタノール溶液0.1mlをネジロ褐色バイア

ル10ml容に入れ､溶媒を除去後､ リノール酸

(東京化成)0.052mlを含むエタノール溶液

0.8m1､0.05Mリン酸緩衝液 (pH7.0)0.8ml､蒸

留水0.4mlを加え反応液とした｡この反応液は

恒温器 (40±2℃)に静置したのち､経時的

に0.1ml採取し､75%ェタノール4.7m1､30%チ

オシアン酸アンモニウム0.1m1､0.02M塩化第一

秩 (3.5%塩酸溶液)0.1mlを加え撹拝､そして
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図2 保存温度の違いによるカプロン酸の生成
○:25℃､●:40℃

正確に3分後､500nmの吸光度を測定した｡

結果および考察

1.サンプル調製およびGCによるカプロン酸

の定量

水系においてアルデヒドは容易に酸化されて

カルボン酸になることは周知のことであるが､

溶媒系においてもこの反応が生じることが報告

されている4)｡図1にサンプル調製直後および

一定温度で保存後の代表的なガスクロマトグラ

ムを示した｡図からアルデヒドとして用いた-

キサナ-ルは相当するカルボン酸であるカプロ

ン酸-酸化したことが示された｡また1検体あ

たりの分析時間は約30分であった｡ここで､

酸化の程度の指標であるカプロン酸の生成量お

よび速度は保存温度および保存期間に大きく影

響することが考えられたOそこで､サンプルの

保存温度として25℃および40℃を設定し､経

時的にカプロン酸の生成を観察した｡図2から

明らかなように､25℃保存では7日目までカ

プロン酸の生成が直線的に増加 したが､40℃

保存では3日目以降生成量の増加はほとんど認

められなかった｡一方､保存温度を高めること

により保存期間､すなわち分析に要する時間は

短縮されることが予想されたが､ジクロロメタ

ンの沸点も考慮し､40℃保存を最適とした｡
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